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 中学校最後の体育祭を終えて  
  ２学期の大きな行事のトップバッターであった体育祭が終わりました。台風の影響で１日延び

ましたが、それがかえって休みなく頑張ってきた身体と心を休ませてくれて、結果としてよい体

育祭につながったようでした。競技も終わりの方になった時、空に虹がかなり長い間かかり、３

年生をはじめとする輪中生の、今後の行事やさまざまな取り組みの前途を明るく照らしてくれて

いるようでした。 

   中学校最後の体育祭を終えての思いは、１４０通りあると思います。各クラスのふり返り作文の

中からほんの一部ではありますが紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応援合戦では、夏休みの補習が終わったあとから、ダ

ンスの練習をしていました。団員の皆のおかげで、最初

はまとまっていなかったけど、だんだんと団がまとまっ

てきたと思いました。声も最初は小さかったけど、まと

まっていくことで大きくなりました。踊りもまとまった

のでよかったです。本番では、練習よりももっとよくな

ったと思います。青団は応援合戦で１位をとれました。

優勝はできなかったけれど、青団は団結はできました。

仲間全員がそして輪島中の全員が体育祭を作り上げて、

上手く盛り上げることができたと思います。     

 中学校最後の体育祭を全力でやることができました。 

自分たち黄団は、みごと総合優勝することができてとて

もうれしかったし、練習してきてよかったと思いました。

みんなルールを守ってできたのが良かったところで、黄団

は一番減点が少なかったのでとてもうれしかったです。そ

して、団長、副団長がリーダーとなって、黄団をまとめて

くれて、特に、表は大きな声でまとめてくれたので、３・

２・１年生がまとまって良いチームだったと思います。  

 輪島中学校としても本当に良い体育祭になったし、去年

を越えれたな、と思いました。来年は、ぜひ２年生・１年

生にこれ以上のものを作り上げていってほしいです。 

 今回の体育祭で、私は団旗を担当しました。夏休み中も学校に来て、「どんな背景がいい

か」「もっと工夫できるところはないか」とたくさん案を出しました。思いのこもった団旗

なだけあって、あまり良い結果が出なくて残念でした。でも、「緑団の団旗が一番良いと思

う」と言ってくれる人も何人かいて、やっぱり作ってよかったと思いました。  

緑団は結果的に４位だったけど、中学校最後の体育祭を思い切り楽しめました。普段はあ

まりかかわることのできない学年を越えた交流ができたと思います。緑団の皆で、とてもよ

い思い出が作れたので、順位に関係なく、大満足です!! 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私は、赤団の団長になって、とてもよかったと思います。最初は、夏休み学校に来て色々

考えて大変だったし、学校が始まってからも、５・６時間目にダンスを教えたり、色々団長

になって後悔しました。でも、体育祭が近くなってきたら、最初はバラバラで、大丈夫かこ

の団って思っていたけど、皆がまとまってきてくれて、１曲目のgo for it の最初のLOVEが完

成した時、感動して泣きそうになりました。だいたいこの時から、団長になって良かったと

思いました。これが団結なんだって思いました。嬉しかったです。  

 中学校最後の体育祭、赤団のみんなとできて良かったです。赤団のメンバー最高ですね。

本当にありがとうございました。感謝の気持ちでいっぱいです。  

 当日、クラスの団結を感じられたのは、大縄でした。A

チームの時は、黄団にたった４回の差で勝って、次のBチ

ームで結果が決まるところだったのに、Bチームに大縄が

苦手で跳べるか分からない子がいました。それでも、その

子を抜かしたりせずに、声をかけてあげて全員で挑戦した

ところに、とてもクラスのいいところが出ていました。結

果じゃなく、みんなでできたことがとてもよかったです。 

ほかにも、自分が跳んだ後に縄を回すことになっていて、

跳んですぐだったので疲れていました。その時に、同じA

チームで跳んでいた男の子２人が、「代わるよ。」と声を

かけてくれて、自分たちも疲れているはずなのに、そう言

ってくれたことがとても嬉しく思いました。  

  

 今年の体育祭は、ルール

やきまりを守っている人が

多かったと思いました。服

装はだいたいの人がきちん

としていたと思います。で

も、競技中に守らなかった

人は多かったなと思いまし

た。綱うばいの時に、背中

を押したり、暴言を吐いた

りする人がいました。この

体育祭で改めて、ルールや

きまりを守ることは大切だ

と実感しました。 

 自分は、最初は、体育祭は面倒くさいだけ、体育祭

から学ぶことは何もない、という考えを持っていまし

た。現に今まで、あまり学ばなかったからです。しか

し、今回の体育祭は、全員リレーや大縄跳び、応援合

戦などの競技のルールを守り、クラスの人や下級生と

力を合わせました。また、体育祭の指令で、運営にも

関わりました。これらのことから、自分は体育祭で、

下級生をまとめ、力を合わせることの大切さを学ぶこ

とができました。自分たち赤団は総合得点は５４０点

で、黄団に１００点以上の差をつけられ負けて、２位

という結果になりました。しかし、体育祭でいろいろ

なことをやり遂げることで、大切なことを学ぶことが

できました。 

 自分の出てない種目でも、出て

いない人たちで団旗をふったり声

を出したりして、一生懸命応援し

ました。今までの体育祭で、一番

声を出して熱くなった体育祭だっ

たかもしれません。団長を中心に

して応援して、全員リレーとかで

それに応えて、団結している感じ

がすごくあったと思います。中学

校３年間の中で一番長く準備をし

たし、一番大変だったけれど、一

番やりがいがある楽しい最高の体

育祭になりました。約２ヶ月間が

んばってきて、本当に良かったで

す。 


